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概要

Kaltura CEは，Kaltura社が開発・販売している映像配信プラットフォーム「Kaltura」の無償版である．Kaltura

は，Moodleサーバにプラグイン・パッケージ（Kaltura Video Package）を導入することによってMoodleとの

連携が可能であるが，バージョン 4.0.0 以降のパッケージでは，有償版の Kaltura との接続に限定されており，

Kaltura CEとは接続することができない．また，Kaltura CEでは，利用者が個々に Kalturaサーバにアクセス

してコンテンツを登録・視聴する機能を有していない．そこで我々は，Kaltura Video Package バージョン 3.1.02

を基に独自のプラグイン・パッケージを開発し，Moodleと Kaltura CEを用いたコンテンツ配信システムを構築

した．開発したパッケージでは，利用者はMoodleを介して Kaltura CEに対するすべての操作が可能であり，ス

マートフォン等からもコンテンツの登録・視聴等が可能である．また，コンテンツのMoodleコース内への配置及

び視聴状況の一覧表示が可能である．さらに，本パッケージでは，コンテンツを Kalturaサーバから直接公開した

り，既存のWeb ページ内に埋め込むための機能を有している．本稿ではまず，教育コンテンツ収録・配信基盤の

概要とコンテンツ配信システムの役割について紹介する．続いて，既存のMoodleプラグイン及び Kaltura Video

Packageの問題点について整理し，開発したパッケージの概要を示す．最後にまとめと今後の課題について述べる．

1 はじめに

山口大学では現在，Webとマルチメディア教材の双

方を活用した授業はまだ少数であり，広く普及してい

るとは言えない．一方，Webを活用した授業支援シス

テム（LMS）としてMoodleを導入しており [1]，1年

生の共通教育科目や一部の専門科目において活用され

ている．また，学内の各種研修会の e-Learning化につ

いての検討が進められている．そのため，授業や各種

研修会の映像を蓄積・配信する e-Learning環境の整備

に関する要望が高まっている．授業や研修会等の映像

を収録する場合，収録時間は 1時間以上に，ファイル

サイズは数百MBから 1GB程度に及ぶことがある．

Moodle コース上にマルチメディア・コンテンツを

配置する場合，教師は適当なモジュール（プラグイン）

を選択した後に，必要なファイルをアップロードする．

受講生がコース上に配置されたリンクをクリックする

と，ファイルのダウンロードが開始されたり，コンテ

ンツの視聴ページが表示される．しかし，既存のプラ

グインを活用してファイルサイズの大きなコンテンツ

を登録・視聴する場合，Moodleサーバにセキュリティ

面及び性能面の不具合が生じる．

Kaltura Community Edition（以降，Kaltura CE）

は，米国の Kaltura 社が開発・販売している動画配

信システム「Kaltura Video Platform」の無償版であ

る [2]．Kaltura CEは同時接続数やコンテンツの配信

性能に優れており，Moodleサーバにプラグイン・パッ

ケージ（Kaltura Video Package）を導入することによ

り，Moodleとのシームレスな連携が可能である [3]．

しかしながら，Kaltura Video Packageバージョン

4.0.0 以降では，有償版の Kaltura との接続に限定さ

れている．一方，バージョン 3.1.02以前のパッケージ

では，Moodle 2.7以降に対応していないほか，画像・

音声コンテンツを扱うことができない，スマートフォ



ン等から利用することができないといった問題点があ

る [4]．また，Kaltura Video Packageを含め，従来の

Moodle プラグインでは視聴履歴の記録，受講生全員

の視聴状況の一覧表示等の機能を有していないため，

多人数による授業や研修会等への利用には適していな

いという問題点がある．

Kaltura と LMS を活用したコンテンツ配信システ

ムの導入・運用事例については，これまでにいくつか

の報告がなされている [5–7]．しかしながら，Kaltura

CE と最新の LMS との連携を可能にした事例につい

ては報告されていない．

そこで我々は，Kaltura Video Package バージョン

3.1.02を基に，Moodle 2.7以降に対応し，Kaltura CE

とも連携可能なプラグイン・パッケージを新たに開発

した．開発したパッケージでは，従来のパッケージに

比べ，視聴履歴の記録，視聴状況の一覧表示，アクセ

ス制限に関する機能を追加している．また，スマート

フォン等からも各種機能が利用可能である．

2 教育コンテンツ収録・配信基盤

図 1に，教育コンテンツ収録・配信基盤の概要を示

す．なお，図 1中では，本稿で取り扱う教育コンテン

ツのデータの流れのみを示している．

現在，一部の講義室には講義収録装置が設置されて

いる．これらを用いて，講師映像とスクリーンに投影

している映像とを合成した映像コンテンツを作成する

ことが可能である．また，我々はMicrosoft Windows

に対応した講義収録ソフトウェアを独自に開発し，無

償ソフトウェアとして公開している [8]．このソフト

ウェアでは，講師映像（カメラ等からの映像入力）と

パソコンの画面とを合成した映像コンテンツを作成す

ることが可能である．これを用いることにより，教職

員は授業や研修会の様子を収録することや，居室等で

映像教材を作成することも可能である．

本稿で述べるコンテンツ配信システムは，主に収録・

配信基盤のバックエンド側の機能に相当する．利用者

はMoodleを介して Kaltura CEにコンテンツを登録

（アップロード）する．コンテンツを授業中にのみ視

聴する場合，教師はマイメディア（コンテンツの一覧）

からコンテンツを選択し，スクリーンに投影しながら

再生する．一方，6 節で述べる機能を活用してコース

上に視聴ページを作成することにより，受講生は授業

時間外でもコンテンツを視聴することが可能である．

7 節で述べる機能を活用して，マルチチメディア・

コンテンツの提出・視聴に対応したレポート提出箱を

設けることも可能である．

また，5.7節に示す機能により，Kaltura CEをMoo-

dle 以外の Web サーバと連携させることも可能であ

る．例として，我々はメディア基盤センターの Web

サイト内に，情報セキュリティの映像教材のページを

設けている（図 2）．利用者が映像教材の題目をクリッ

クすると，再生プレーヤーが埋め込まれた視聴ページ

が表示される．視聴ページはセンターのWeb サイト

内にあるが，埋め込みコードを使用することにより，

再生プレーヤーが動的に埋め込まれる．

なお，MoodleシステムはWebサーバ 3台，データ

ベース・サーバ 4台，プロキシ・サーバ 1台の計 8台

のサーバから構成されている．Kaltura CE システム

は配信サーバ 2台，メディア変換サーバ 2台，データ

ベースサーバ，管理サーバ及びプロキシ・サーバが各

1台の計 7台のサーバから構成されている．

これまでに，教育コンテンツ収録・配信基盤を整備

したほか，講義収録ソフトウェアとコンテンツ配信シ

ステムを紹介するWeb ページ，及びそれらの利用説

明書を作成・公開した．また，Moodle の操作方法及

びコンテンツ配信システムの利用に関する説明会を開

催した．希望する部署に対しては，個別にシステムの

デモンストレーション及び e-Learning教材の制作・活

用に関するサポートを実施している．

3 従来のプラグインの問題点

本節では，Kaltura Video Package 3.1.02を含めた

従来のMoodleプラグインについて，ファイルサイズ

の大きなコンテンツを取り扱う際の問題点，ならびに

多人数による授業及び研修会等にそれらを利用する際

に不足している機能について検討する．

3.1 一般的なMoodleプラグインの問題点

Moodle コースにマルチメディア・コンテンツを配

置するためには，Videofile [9]や PoodLL [10]といっ

たプラグインが利用される．これらのプラグインで

は，利用者はリソース（視聴ページ）内の再生プレー

ヤーを使用してコンテンツを視聴する．

Videofile や PoodLL を含め，一般的な Moodle プ

ラグインでは，利用者がアップロードしたコンテンツ

はMoodleサーバに保管される．授業や研修会の映像

記録といった比較的大きなコンテンツを扱うために

は，利用者がMoodleシステムにアップロード可能な

ファイルサイズの上限をより大きな値に設定しなけ

ればならない．しかしながら，この上限を大きく設定

すると，利用者から不要に大きなコンテンツがアップ



図 1 教育コンテンツ収録・配信基盤

図 2 映像コンテンツのWebページへの埋め込み

ロードされ，Moodle システムの運用に不具合が生じ

るなど，セキュリティ面の問題が生じる．

また，利用者がコンテンツを視聴するとき，コンテ

ンツのデータは Moodle サーバからWeb ブラウザへ

と送信されるため，視聴に伴って Moodle サーバの

CPU，メモリ及びネットワークにかかる負荷が増大す

る．そのため，コンテンツの視聴時には，Moodleシス

テムの応答速度や同時接続数が低下するといった性能

面の問題が生じる．この問題は，マルチメディア・コ

ンテンツを扱う授業数の増加，及びコンテンツのファ

イルサイズの増大に伴って顕著となる．例えば，山口

大学のMoodleシステムでは現在，同時利用者数は最

大で 100∼150 名程度である．ある授業において大規

模なコンテンツが複数視聴されると，それらのデータ

が転送されている間は同時利用者数が減少するため，

他の授業の進行に支障が生じてしまう．

以上より，比較的大きなコンテンツを扱う場合や，

複数の利用者が同時にコンテンツを視聴する環境下に

おいては，コンテンツ配信システムを導入し，Moodle

システムと連携させることが望ましい．

3.2 Kaltura Video Packageの問題点

Kaltura Video Package は，Kaltura システムと

Moodle システムを連携させるために開発されたプラ

グイン・パッケージである [4]．Moodleサーバにこの

パッケージを導入することにより，利用者は Moodle

システムを介してコンテンツの登録（アップロード）

や視聴が可能になる．その他，コンテンツを Moodle

コースのリソースとして配置する機能や，パソコンの

画面を録画してアップロードする機能を備えている．

しかしながら，Kaltura Video Package 4.0.0 以降

では，有償版の Kaltura との連携に限定されており，

Kaltura CE とは接続することができない．バージョ

ン 4.0.0 以降では，Moodle サーバと Kaltura サーバ

は LTI2（Learning Tools Interoperability version 2）

の機能を利用して連携する．そのため，Kalturaサー

バにKAF（Kaltura Application Framework）という

モジュールを追加して LTIに対応しなければならない

が，KAFは有料オプションであり，有償版の Kaltura

を契約していなければ購入することはできない．これ

は，他の LMS（Sakai，Blackboardなど）向けのプラ

グイン・パッケージについても同様である．

そこで我々は，Kaltura Video Package 3.1.02を基

に，Kaltura CE 及び最新の Moodle に対応したプラ

グイン・パッケージを新たに開発することとした．



バージョン 3.1.02 以前のパッケージの問題点とし

て，まず，コンテンツのアップロード・フォームや

コースに配置するコンテンツの選択フォームが Adobe

Flash を用いて実装されていることが挙げられる．

iOSや Andoroid OSでは Flashをサポートしていな

いため，利用者はスマートフォン等からパッケージを

活用することができない．また，Adobe社より，2020

年をもって Flashの開発及びプラグインの配布を終了

することが発表されており [11]，今後多くのWeb ブ

ラウザが Flashに非対応となることが予想される．

3.3 追加すべき機能の検討

いずれのプラグインも，受講生のコンテンツの視

聴状況を一覧表示する機能を有していない．Moodle

コースの教師ユーザは，リソースごとや受講生ごとに

時系列のアクセス履歴を閲覧することが可能である．

受講生が少数であれば，これら時系列の履歴情報を順

次閲覧することによって全体の視聴状況を把握するこ

とも可能である．しかし，例えば山口大学で開催され

ている教職員向けの研修会では，1000名以上の受講生

の中からコンテンツを視聴していない受講生を抽出し

なければならない．また，いずれのプラグインにおい

ても，コンテンツの視聴ページにアクセスしたことは

Moodle のログに記録されるが，コンテンツを視聴し

たことは記録されないため，受講生が実際にコンテン

ツを視聴したかどうかを把握することができない．

次に，個々のリソースに対してアクセス制限を設定

する機能を有していないことが挙げられる．いずれの

プラグインも，リソースごとに接続元の IPアドレス等

を制限する機能を備えていないため，特許や著作権に

配慮した形でコンテンツを配信することができない．

そのため，同一のコースに組織外に公開可能なコンテ

ンツとそうでないコンテンツを混在させるためには，

別途，アクセス制限の機能を有するプラグインを使用

しなければならない．それにより，コンテンツの管理

及びMoodleへの操作が煩雑になってしまう．

以上より，マルチメディア・コンテンツを効率的に

蓄積・配信するため，ならびに受講生の視聴状況の把

握を容易にするためには，視聴記録の一覧表示，及び

アクセス制限に関する機能が必要である．

4 開発したプラグイン・パッケージの概要

4.1 プラグインの構成

本研究において開発したプラグイン・パッケージは，

以下に示す 4つのプラグインから構成される．

(1) local yukaltura : Kaltura サーバとMoodleサー

バとが連携するための中心的な役割を果たす．連

携に必要な設定情報を管理し，個々のプラグイン

に対してそれらの参照・更新に関する機能を提供

する．また，個々のプラグインが Kalturaの各種

機能を利用するための APIを提供する．

(2) local yumymedia : 利用者の各種操作に関する機

能を提供する（5節参照）．利用者はコンテンツ一

覧のページ（マイメディアと呼ぶ）を介して，コ

ンテンツの登録と削除，検索と再生，属性情報の

修正，アクセス許可範囲の設定，及びダウンロー

ドが可能である．また，Kalturaサーバ上にある

視聴ページの URL やコンテンツの埋め込みコー

ドを表示することも可能である．

(3) mod kalmediares : コンテンツをMoodleコース

のリソースとして配置する機能を提供する（6 節

参照）．また，受講生の視聴状況（視聴回数及び最

終アクセス時刻）の一覧を表示することができる．

(4) mod kalmediaassign : 受講生が提出したレポー

ト（コンテンツ）に対して教師が評定を与える機

能を提供する（7節参照）．受講生はマイメディア

に保有するコンテンツの中から 1つを選択して提

出する．教師は提出されたコンテンツを視聴し，

評点及びコメントを記入することが可能である．

本パッケージは Adobe Flashを使用せず，PHPと

JavaScript，HTML5を用いて実装しているため，ス

マートフォンやタブレットからも各種機能を利用する

ことが可能である．コンテンツのアップロードや視聴

の際にそれらの種別を判定することにより，動画だけ

でなく，画像及び音声を扱うことも可能にしている．

4.2 廃止した機能

本パッケージでは，Kaltura Video Package 3.1.02

に比べ，以下に示す機能を削除している．

(1) 資料同期型プレゼンテーション : 資料同期型プ

レゼンテーション（mod kalvidpres）は，動画と

PowerPoint スライド等を組み合わせた複合型の

リソースを作成する機能である．しかしながら，

スライドやページを切り替えるタイミングを手

動で設定しなければならないため，プレゼンテー

ションの作成が困難である．そのため，本プラグ

イン・パッケージにはこの機能は含めていない．

(2) コンテンツの共有機能 : 従来のマイメディア

（local mymedia）には，コンテンツごとに共有の

可否を設定する機能がある．利用者は，リポジト



リ（repository kaltura）を介して他の利用者が公

開しているコンテンツを検索し，自身のリソース

等に利用することが可能である．しかしながら，

コンテンツの保有者が共有を解除しても，既存の

リソース内では引き続きそのコンテンツが利用

可能であり，実質的に共有を解除することができ

ない．利用者の操作ミスによって公開・配信に制

限のあるコンテンツが共有される可能性もあるた

め，リポジトリと共に，この共有機能を廃止した．

(3) スクリーンレコーダ : Kaltura Video Packageで

は，パソコンの画面を録画して即座にアップロー

ドする機能が備えられている．この機能は Java

アプレットとして実装されているが，セキュリ

ティの観点から，現在では多くのWeb ブラウザ

において Java のサポートは廃止されている．そ

のため，本パッケージには含めていない．

5 マイメディア機能

5.1 マイメディアの概要

マイメディアは利用者に対してコンテンツの各種操

作に関する機能を提供する．マイメディアへのリンク

は，「ナビゲーション」ブロック内の「ダッシュボー

ド」の下位ノードとして追加される．マイメディアで

は，利用者は保有するコンテンツの一覧を表示させ，

再生，属性情報の編集，アクセス許可範囲の設定が可

能である．また，新規コンテンツのアップロード，既

存のコンテンツの削除やダウンロードも可能である．

図 3に，マイメディアの画面例を示す．標準では 1

ページあたり 9個のコンテンツがサムネイルと共に表

示される．各サムネイルの上部にはコンテンツの題目

が，下部にはコンテンツの作成日時，ID 及び総視聴

回数が表示される．本パッケージでは，マイメディア

画面からコンテンツの視聴が可能なほか，ひとつのコ

ンテンツを使用してMoodleコース上に複数のリソー

スを作成することが可能である．また，1 つのコンテ

ンツが複数のMoodleサーバ上で利用される場合もあ

る．マイメディア画面に表示される総視聴回数は，す

べてのケースにおける視聴回数の総和である．

総視聴回数の下側には，プレビュー，属性情報の編

集，アクセス許可範囲の設定，削除，及びダウンロー

ドといった各種操作へのリンクが表示される．マイメ

ディアでは，画面上部にあるリストボックスを利用し

て，コンテンツの表示順序を切り替えることが可能で

ある．さらに，画面右上にあるテキストボックスとボ

図 3 マイメディア（コンテンツの一覧）

タンを利用して，コンテンツの検索（表示させるコン

テンツの絞り込み），及びアップロードが可能である．

　なお，Moodle（あるいはMoodleと連携している認

証サーバ）に登録されている姓名，ユーザ名，もしく

はメールアドレスを使用して，マイメディアを利用可

能な利用者を制限することも可能である．

5.2 コンテンツのアップロード

マイメディア画面の右上に配置されているボタンを

クリックすると，図 4のようなアップロード・フォー

ムが表示される．利用者がアップロードすべきファイ

ル（画像，音声及び動画）を選択すると，テキストボッ

クスの直下にファイルの概要が表示され，「Name」の

欄にはファイル名が自動的に記入される．ファイル選

択のボタンをクリックしたとき，iPhone や Android

端末等では写真フォルダへのリンクと共にカメラを起

動するメニューが表示されるため，その場で撮影した

画像や動画を選択することも可能である．

その後，利用者はコンテンツの属性情報として題目

（Name），タグ（Tags），説明（Description）を記入す

る．なお，説明は空欄でも構わない．

属性情報を記入した後に画面下部の「Upload」ボ

タンをクリックすると，コンテンツのアップロード

が開始される．画面上にモーダル・ウィンドウが浮き

出し，アップロードの進捗状況が表示される．このと

き，アップロードされるファイルはWeb ブラウザか

ら Kalturaサーバへと送信されるため，Moodleサー

バの負荷は上昇しない．



図 4 アップロード・フォーム

図 5 アクセス許可範囲の設定

5.3 コンテンツの検索

マイメディア画面（図 3）の上部に配置されたテキ

ストボックスにキーワードを入力して「Search」ボタ

ンをクリックすると，属性情報にそのキーワードを含

むコンテンツのみが画面に表示される．また，「Clear」

ボタンをクリックすると検索条件が解除され，再びす

べての保有コンテンツが画面に表示される．

5.4 コンテンツのプレビュー

各種操作へのリンクの中から「Preview」をクリッ

クすると，再生プレーヤーが浮き出して表示される．

再生プレーヤーでは，音量や画質の変更，全画面表示，

再生位置の変更（シーク）も可能である．

なお，本パッケージでは，コンテンツのデータは

Kaltura サーバからWeb ブラウザへと送信されるた

め，視聴時にMoodleサーバの負荷は上昇しない．

5.5 属性情報の設定

各種操作へのリンクの中から「Edit」をクリックす

ると，属性情報の編集フォームが表示される．属性情

報の変更は即座にマイメディア画面に反映される．

5.6 アクセス許可範囲の設定

アクセス許可範囲を制限する場合，ローカル・プラ

グイン（local yukaltura）の設定において，組織内の

図 6 埋め込みタグ

図 7 視聴ページの URL

サブネットの範囲を予め設定しておく必要がある．

各種操作へのリンクの中から「Access」をクリック

すると，アクセス許可範囲の設定，及び埋め込みタグ

等のページが表示される．図 5はアクセス許可範囲の

設定欄を示している．「Access Control」の欄にあるリ

ストボックスから「Default」もしくは「Internal only」

を選択し，「Save」ボタンをクリックすると，変更内容

が保存される．「Default」を選択した場合は制限無し

となり，コンテンツにアクセス可能な IP アドレスの

範囲はMoodleサーバの設定に従う．一方，「Internal

only」を選択した場合, Moodleサーバによるアクセス

制限に加え，ローカル・プラグインの設定内容に伴う

アクセス制限も有効になる．

5.7 埋め込みコードとリンク URL

各種操作へのリンクの中から「Access」をクリック

すると，埋め込みコード／リンク URL の表示，及び

アクセス許可範囲の設定のためのページが表示され

る．図 6 に埋め込みコードの例を示す．表示される

HTMLコードをWebページの HTMLファイル内に

記述することにより，そのWeb ページの中に再生プ

レーヤーを埋め込むことができる．

また，図 7に視聴ページの URLの例を示す．この

URLにアクセスすると，Webブラウザには，Kaltura

サーバ上の視聴ページが表示される．視聴ページの内

容は CGIによって動的に生成される．

5.8 コンテンツの削除

各種操作へのリンクの中から「Delete」をクリック

すると，確認用のページが表示される．ここで削除を

実行すると，指定されたコンテンツが Kalturaサーバ

から削除される．ただし，後述のメディアリソースと

して使用されているコンテンツを削除することはでき

ない．そのような場合は，そのコンテンツが使用され

ているコースの一覧が表示される．



5.9 コンテンツのダウンロード

各種操作へのリンクの中から「Download」をクリッ

クすると，コンテンツのダウンロードが開始される．

6 メディアリソース機能

6.1 メディアリソースの視聴

メディアリソース（mod kalmediares）は，保有す

るコンテンツの視聴ページをMoodleコースに配置す

るためのリソース型モジュールである．教師がメディ

アリソースを配置することにより，受講生は，授業時

間外でもコンテンツを視聴することが可能になる．

受講生がメディアリソースにアクセスすると，図 8

のような視聴ページが表示される．視聴が開始される

と，再生プレーヤーから HTML5の video要素のイベ

ントが発生する．イベントの発生は JavaScript によ

り検出され，Moodleのログに記録される．

6.2 視聴状況の一覧表示

教師が図 8 に示したリンクをクリックすると，メ

ディアリソースに対する視聴状況の一覧が表示される

（図 9）．画面右上の「ダウンロード」ボタンをクリッ

図 8 メディアリソースの視聴

図 9 視聴状況の一覧表示

クすると，視聴状況の一覧が Excelファイルとして出

力される．これらの機能により，リソースの視聴回数

や受講生ごとの視聴状況，及び教材コンテンツを視聴

していない受講生を把握することが可能である．

7 メディア提出・評定機能

メディア提出・評定（mod kalmediaassign）は，Moo-

dle の従来の課題プラグイン（mod assign）と同様の

機能を有し，マルチメディア・コンテンツの提出・視

聴に対応した活動モジュールである．　

7.1 メディアの提出

受講生がマルチメディア・コンテンツを提出する場

合，予めコンテンツをアップロードした後に，レポー

ト提出画面において対象となるコンテンツをマイメ

ディアから選択する．

7.2 メディアの評定

教師が受講生のレポートに対して評定を行う手順

は，課題プラグインと同様である．図 10は，評定用の

レポート一覧の画面である．視聴したいコンテンツの

サムネイルをクリックすると，再生プレーヤーが画面

上に浮き出して表示され，そのコンテンツを視聴する

ことが可能である．また，本プラグインはクイック評

定にも対応しており，教師は一覧表示の画面から各レ

ポートに評点を付与することが可能である．

図 10 において「評定」や「更新」をクリックする

と，個別の評定用フォームが表示される（図 11）．ク

イック評定を用いない場合は，この画面からコンテン

ツを視聴し，評点及びコメントを記入する．

8 まとめ

本稿では，Moodle と Kaltura CE を連携させるた

めのプラグイン・パッケージの概要を中心として，両

システムを用いたコンテンツ配信システムについて述

べた．まず，従来のプラグインにおける機能，性能，

及びセキュリティに関する問題点を整理した．次に，

開発したプラグイン・パッケージの概要について報告

した．開発したパッケージでは，アップロードされた

コンテンツは Kalturaサーバに保管されるが，利用者

はすべての操作をMoodle経由で行う．また，コンテ

ンツへのアクセス制限の設定，視聴日時の記録，及び

視聴状況の一覧表示といった機能を追加している．

現在までに，コンテンツ配信システムを構築し，授

業用の映像教材及び情報セキュリティに関する映像教

材の登録・配信を通じて，各種機能が正常に動作する

こと，Android及び iOSに対応していること，ならび



図 10 提出されたレポートの一覧

図 11 メディア評定フォーム

にコンテンツの登録・視聴に際してMoodleサーバの

負荷が上昇しないことを確認した．現在，本パッケー

ジは Moodle 2.9∼3.3 に対応している．GitHub にお

いてソース・コードを公開し [12]，Moodle の配布サ

イトにおける公開審査を申請中である．

なお，2017年 9月末の時点で登録されているコンテ

ンツは 184個，4月から 9月までの 6ヶ月間の視聴回

数は 1267 回である．現在，いくつかの部局において

研修の e-Learning化が検討・準備されており，今後の

コンテンツ数及び視聴回数の増加が予想される．

Kalturaは高機能・高性能である反面，サーバの設

定・保守に係る作業が難解である．そのため，多数の

サーバが必要とされる大規模な MOOC サイトでは，

有償版の Kalturaを導入するほうが適している．しか

し，本研究の成果を活用することにより，映像配信機能

を有する授業支援システムを安価に構築することが可

能になる．この事は，授業支援システムに多くの予算

を割くことができない教育機関において有用である．

今後の課題として，授業等におけるWeb 及びマル

チメディア・コンテンツの活用を促進し，収録・配信

基盤の運用を通じてコンテンツ配信システムの有効性

を評価することが挙げられる．
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